
紹
介

森
谷
公
俊
著

『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
征
服
と
神
話

（
麹
ハ
亡
の
世
界
史
　
第
0
1
巻
）
』

　
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
と
い
う
名
前
に
は
、
人

を
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
い
魔
力
の
よ
う
な
輝
き
が

あ
る
」
。
本
書
は
こ
の
印
象
的
な
一
文
を
も
っ
て

書
き
出
さ
れ
る
。

　
事
実
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
生
涯
は
彼
の
同
時

代
か
ら
関
心
の
的
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
作
家

た
ち
が
大
王
伝
を
著
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
王
像
を

描
い
て
き
た
。
現
代
で
も
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
を

題
材
に
し
た
小
説
（
例
え
ば
、
阿
刀
田
高
欄
獅
子

王
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
』
講
談
歓
、
一
九
九
七

年
）
や
映
画
（
オ
リ
バ
ー
・
ス
ト
ー
ン
監
督
『
ア

レ
キ
サ
ン
ダ
ー
漏
斗
〇
〇
五
年
二
月
過
日
本
公

開
）
な
ど
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
彼
に
か
ん
す
る

研
究
書
と
も
な
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
枚
挙
に
い
と
ま

が
な
い
。
そ
の
中
で
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
「
天

才
的
な
将
軍
、
偉
大
な
哲
人
王
、
ギ
リ
シ
ア
文
化

の
使
徒
、
神
に
も
等
し
い
英
雄
扁
で
あ
る
一
方
で
、

「
飽
く
こ
と
を
知
ら
ぬ
征
服
者
、
無
慈
悲
な
専
制

君
主
、
向
こ
う
見
ず
な
暴
君
」
と
い
う
「
千
変
万

化
の
イ
メ
ー
ジ
扁
を
与
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま

で
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
か
ん
す
る
多
数
の
研
究

論
文
や
著
書
を
発
表
し
て
き
た
森
谷
公
俊
氏
は
、

本
書
で
改
め
て
こ
の
「
万
華
鏡
の
ご
と
き
」
人
物

と
向
き
合
い
、
今
世
紀
に
相
応
し
い
新
た
な
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ロ
ス
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に

挑
戦
す
る
。

　
本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
。

　
　
は
じ
め
に

系冬　第　第　第　第　第　第　第　第　第

章九八七六五四三ニー一
　章章章章章章章章章

　
本
書
の
目
的
が
述
べ
ら
れ
た

続
き
、
大
王
伝
の
原
典
と
、

（
現
存
す
る
大
王
伝
は
、

三
〇
〇
年
以
上
経
っ
て
か
ら
作
成
さ
れ
て
い
る
）

大
王
像
の
変
遷

マ
ケ
ド
ニ
ア
王
国
と
東
地
中
海
世
界

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
登
場

大
王
と
ギ
リ
シ
ア
人

オ
リ
エ
ン
ト
世
界
の
伝
統
の
中
で

遠
征
軍
の
人
と
組
織

大
帝
国
の
行
方

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
入
間
像

後
継
者
将
軍
た
ち
の
挑
戦

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
帝
国
の
遺
産

　
　
　
　
　
　
「
は
じ
め
に
」
に

　
　
　
　
　
現
存
す
る
古
典
史
料

　
　
　
　
い
ず
れ
も
大
王
の
死
後

の
性
格
か
ら
、
一
六
世
紀
以
降
の
大
王
像
に
つ
い

て
回
顧
さ
れ
る
（
第
～
章
）
。
第
二
章
は
、
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ロ
ス
登
場
ま
で
の
歴
史
的
背
景
（
長
き

に
亘
る
ギ
リ
シ
ア
・
ペ
ル
シ
ア
関
係
と
マ
ケ
ド
ニ

ア
の
興
隆
）
に
つ
い
て
の
考
察
。
第
三
章
か
ら
第

八
章
は
、
本
書
に
お
け
る
核
と
も
い
え
る
章
々
で

あ
り
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
誕
生
か
ら
、
大
王

即
位
、
東
方
遠
征
と
志
半
ば
に
し
て
の
死
ま
で
が

詳
論
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
章
で
は
、
背
景
と
な
る

略
史
が
述
べ
ら
れ
た
上
で
ト
ピ
ッ
ク
ご
と
の
議
論

が
掘
り
下
げ
ら
れ
て
お
り
、
予
備
知
識
を
持
た
な

い
読
者
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
な
工
夫
が
な
さ

れ
て
い
る
。
残
る
第
九
章
、
終
章
で
は
、
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ロ
ス
の
死
後
に
起
き
た
後
継
者
戦
争
か
ら

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
諸
王
国
時
代
、
さ
ら
に
は
そ
れ
以
降

の
時
代
に
つ
い
て
扱
わ
れ
る
。

　
本
書
で
新
た
な
大
王
像
を
構
築
す
る
に
あ
た
り
、

著
者
は
二
つ
の
視
点
を
採
用
し
た
と
い
う
。
第
一

は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
を
可
能
な
限
り
客
観
的
な

歴
史
的
条
件
の
中
で
捉
え
る
こ
と
、
第
二
は
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
業
績
を
長
期
間
の
枠
組
み
の
中

で
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
彼
の
遺
産

に
た
い
す
る
本
書
の
考
察
は
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代

か
ら
ロ
ー
マ
時
代
と
い
う
従
来
の
研
究
範
囲
を
越

え
、
現
代
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
問
題
に
ま
で
及
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ぶ
。
そ
の
上
で
著
者
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は

理
想
的
な
指
導
者
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
究
極

の
問
い
に
対
し
て
は
「
反
面
教
師
と
し
て
見
る
ほ

う
が
有
益
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
冷
徹
な
判
断

を
下
す
。
し
か
し
な
が
ら
本
書
は
、
脱
英
雄
化
さ

れ
な
が
ら
も
、
な
お
人
を
惹
き
続
け
る
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ロ
ス
の
不
思
議
な
魅
力
を
わ
れ
わ
れ
に
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
四
六
判
　
三
八
二
頁
　
二
〇
〇
七
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
講
談
社
　
税
別
二
三
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
隣
都
拓
児
）

会
　
　
告

　
去
る
六
月
二
十
～
臼
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

史
学
研
究
会
理
事
・
評
議
員
会
に
お
き
ま
し

て
、
左
記
の
事
項
が
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
記

一
、
平
成
十
八
年
度
決
算
報
告

一
、
平
成
十
九
年
度
予
算
案

一
、
役
員
の
交
替

　
1
。
退
任

　
　
常
務
理
事
　
杉
山
正
明
（
↓
理
事
）
、

理
　
　
事

監
　
　
事

評
議
員

庶
務
委
員

　
野
沢
一
基

　
編
集
委
員

2
，
新
任

常
務
理
事

理
　
　
事

監
　
　
事

評
議
員

庶
務
委
員

編
集
委
員

吉
井
秀
夫
（
↓
評
議
員
）

愛
宕
　
元
、
鎌
田
元
～
、

南
川
高
志
（
↓
常
務
理
事
）

宇
野
隆
夫
（
↓
評
議
員
）

小
野
沢
透
（
↓
常
務
理
事
）
、

河
村
貞
枝
、
岸
本
美
緒
、

杉
橋
隆
夫
（
↓
監
事
）

川
原
吉
貴
、
申
山
　
俊
、

橋
川
裕
之

南
川
高
志
、

杉
山
正
明

杉
橋
隆
夫

宇
野
隆
夫
、

小
松
久
男
、

吉
井
秀
夫
、

石
田
　
俊
、

松
本
　
彩

堀
内
隆
行

小
野
沢
透

江
田
憲
治
、

辻
　
正
博
、

渡
邊
　
伸

高
崎
み
ず
ほ
、

編
　
集
　
後
　
記

　
昨
年
、
中
国
に
滞
在
し
て
い
た
際
、
日
本
の
論

文
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
る
サ
イ
ト
を
知
ら
な
い

か
と
よ
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
日
本
の
研
究
誌
も
図

書
館
の
収
蔵
能
力
不
足
等
に
よ
っ
て
完
全
に
デ
ー

タ
の
み
が
や
り
と
り
さ
れ
る
日
が
来
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
良
質
な
論
文
の
論
理
展
開
を

ペ
ー
ジ
を
め
く
り
つ
つ
追
い
か
け
て
い
く
楽
し
み

は
、
典
籍
や
考
古
遺
物
に
触
れ
た
と
き
の
喜
び
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
感
覚
を
研
究
者
は

忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
井
）

本
誌
に
は
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

平
成
｝
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究

成
果
公
開
促
進
費
）
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

二。。

B。
z
剤
二
語
翻
定
価
三
〇
〇
円

二
又
　
　
廿
⑭
　
　
第
九
〇
巻
第
四
欝
写
（
通
巻
第
四
み
ハ
四
口
万
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
掌
大
学
院
文
学
研
究
科
内

発
行
人

印
刷
所

驚1慧
　o学δ
金δ　蓋

。押蓋
　じ　　　　　　　

章互男工
　五　　モ

晶晶套

　
　
　
　
京
都
市
南
区
上
鳥
羽
藁
田
二
九

中
村
印
棚
株
式
会
社
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